
会社名 	 hc1

所在地	 インディアナポリス	
	 （インディアナ州）

業界	 バイオインフォマティクス

従業員数	 150人以上

目的	 �新型コロナウイルスに関す
るリアルタイムのラボ検査
データを活用して、リーダー
に情報を提供し、命を救う

ウェブサイト	 hc1.com

SNOWFLAKEのメリット

•	 �短期間でのアプリケーション	
開発に適したクラウド
データプラットフォーム

•	 �ほぼ無限のスケーラビリティ
を備えたマルチクラスター型
共有データアーキテクチャ

•	 �Lookerとの統合とAmazon 
S3からのバルクロード

HC1がSNOWFLAKEを利用し、 
COVID-19 LAB TESTING DASHBOARDを

10日で構築

	 �短時間で結果を出すSnowflakeの能力は、公衆衛生当局の職員に 
タイムリーかつ正確で実用的な情報を提供するというhc1のミッションにおいて、
生死を分ける可能性があるほど極めて重要です。” 

	 チャールズ・クラーク氏（hc1、テクノロジー担当シニアバイスプレジデント）

hc1は、臨床データから医療に関するインサイトを生み出し、ラボや医療システムに提供しています。hc1の
High-Value Care Platformは、1億6,000万人もの患者と190億件もの医療行為から得られたHL7データを単
一のクラウドベースのリポジトリへ収集して整理し、正確な検査と処方を行えるようにする、高価値の医療ソ
リューションです。

課題：  ラボ検査データを活用し、新型コロナウイルスの流行を抑える

米国で新型コロナウイルス感染者が初めて確認されたことを知ったhc1は、自社のプラットフォームから得た匿名のラボデータを分
析し、お客様の検査活動の評価を開始しました。 

新型コロナウイルスに関する検査が飛躍的に増加したため、分析チームはhc1プラットフォームに保存されている検査データをもっ
と活用できる可能性があると考えました。hc1のテクノロジー担当シニアバイスプレジデントであるチャールズ・クラーク氏は、次のよ
うに述べています。「弊社のプラットフォームは、もともと全国20,000か所以上の施設で行われるラボ検査をトラッキングしています。
そのため、新型コロナウイルスの検査をマイクロジオグラフィレベルで可視化する準備が十分に整っていました。」

公衆衛生当局職員、政府機関、医療機関にほぼリアルタイムでインサイトを提供し、流行抑制活動を支援するために、hc1は
COVID-19 Lab Testing Dashboardの開発に着手しました。

解決策： 短期間でのヘルステックアプリケーションの開発に適したクラウドデータプラットフォームを利用する

新型コロナウイルスが流行する前に、hc1はすでに従来型のデータインフラストラクチャをSnowflakeのデータクラウドプラットフォー
ムへ移行していました。COVID-19 Lab Testing Dashboardの稼働に必要な処理能力が判明したとき、hc1が頼りにしたのは、やはり
Snowflakeでした。

Snowflakeのマルチクラスター型共有データアーキテクチャを利用することで、開発者は実稼働ワークロードに悪影響を与える
ことなく、POC検査に対応するために別個のウェアハウスを迅速にスピンアップすることができます。hc1のすべての顧客データを
HIPAAに準拠したソース・オブ・トゥルース（信頼できる情報源）に格納することで、新たなETLは不要になり、フィージビリティテス
トが数日に短縮されました。hc1のアーキテクチャ担当バイスプレジデントであるマーク・プレストン氏は、次のように述べています。
「Snowflakeを利用することで、他のデータベースでは不可能な短期間でのPOC検査を行えるようになりました。」  

SnowflakeとLookerの統合により、UIの開発とレポートの作成が高速化されました。Amazon S3からバルクロードを行い、顧客では
ない参加機関から新型コロナウイルスの検査データを効率的に収集することができました。伸縮性のあるSnowflakeを瞬時に拡張
し、いかなる量のコンピューティングやユーザーにも対応することができました。

ケーススタディ

https://www.hc1.com/


Snowflakeについて
Snowflakeは、Snowflakeのデータクラウドを用い、あらゆる組織が自らのデータを活用できるようにします。お客様には、
データクラウドを利用してサイロ化されたデータを統合し、データを発見してセキュアに共有し、多様な分析ワークロード
を実行していただけます。データやユーザーがどこに存在するかに関係なく、Snowflakeは複数のクラウドと地域にまた
がり単一のデータ体験を提供します。多くの業界から何千ものお客様（2021年10月31月時点で、2021年Fortune 500社の

うちの223社を含む）が、Snowflakeデータクラウドを自社のビジネスの向上のために活用しています。	
詳しくは、snowflake.comをご覧ください。
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成果：  新型コロナウイルスの検査に関するローカライズされた知見をほぼリアルタイムで獲得

Snowflake上に構築することで、hc1は10日でCV19 Lab Testing Dashboardのアイデアを機能的な製品として実現し、新しいユーザーグ
ループに提供することができました。

自治体のリーダーたちは、CV19 Lab Testing Dashboardの可視化機能を利用し、国レベル、州レベル、郡レベルで新型コロナウイルスの感
染率をトラッキングしています。Snowflakeが提供するデータドリブンなインサイトが、ラボでテスト結果が確認されてから数時間以内に実用
的なデータを提供するため、リーダーは局地的に感染症が流行する前に乏しいリソースを迅速に配備することができます。また、人口統計フ
ィルターによって詳細なセグメンテーションを行い、コホートや地域ごとに感染状況を監視することができます。 

CV19 Lab Testing Dashboardは、州や国のリーダーがソーシャルディスタンスの効果を定量的に把握し、情報に基づいて安全に関する意思
決定を行うために役立ちます。クラーク氏は次のように述べています。「人々は、安全に外出できるときはそのことを知らせてほしいと思って
います。このツールを利用することで、難しい意思決定に役立つ経験的証拠を得ることができます。」

今後：  データを駆使し、未来のパンデミックを予防する

hc1の次の最優先事項は、ラボデータを活用して新型コロナウイルスに対する免疫獲得状況を把握することです。先進的な検査により、過去
に新型コロナウイルスに感染したことがあるかどうかを確認できるようになり始めており、ウイルス免疫を検出できるようになる可能性もあ
ります。そのため、hc1はより多くのデータセットをSnowflakeに収集すると同時に、Snowflakeを利用してCV19 Lab Testing Dashboardに新
たな可視化機能を導入します。 

また、Snowflakeを活用し、公衆衛生を支援する新たなデータアプリケーションを開発する予定です。「新型コロナウイルスのパンデミッ
クにより、国の力を結集して今後の感染症の流行を防ぐためにはデータが重要であることが浮き彫りになりました」とクラーク氏は述べ
ています。 

SNOWFLAKEを利用する理由

ストレージとコンピューティングが分離されている
ため、大量のデータセットのプロトタイピングを迅
速に実行可能

Amazon S3からのバルクロードにより、効率的に
データを収集

シングル・ソース・オブ・トゥルース（信頼できる唯一
の情報源）により、データ調査を高速化

HIPAAに準拠し、現行のデータ保護イニシアチブに
対応

Lookerとの統合により、レポート作成と可視化を
簡略化

瞬時に拡張できる伸縮性を生かし、いかなる量の
コンピューティングやユーザーにも対応

ケーススタディ

http://snowflake.com/?lang=ja
http://snowflake.com/?lang=ja
https://twitter.com/SnowflakeDB
https://www.linkedin.com/company/snowflake-computing
https://www.youtube.com/user/snowflakecomputing
https://www.facebook.com/Snowflake-Computing-709171695819345/

